
保
存
修
理
の
現
場

そ
の
他
の
保
存
修
理
現
場

旧岡花家住宅　修理前　外観旧岡花家住宅　修理前　外観

　小林家住宅は京都府北部の山間に位置し、江戸時代末
期には園部藩の代官も勤めたという旧家です。屋敷内に
は主屋の他に小屋・土蔵などがまとまって残されており、
当時の豪農の屋敷構えがよくわかります。今回の修理で
は、主屋の茅葺屋根の部分葺替と、土蔵の桟瓦葺屋根の
葺替及び部分修理を行います。

⑨  小
こばやしけじゅうたく

林家住宅　主
しゅおく

屋及び土
ど ぞ う

蔵
　　南丹市　　　　　　　〈屋根葺替・部分修理〉　
　　主屋　　　　　文化 13 年 (1816)
　　土蔵　　　　　文化 3 年 (1806)

　旧岡花家住宅は、もとは船井郡瑞穂町（現京丹波町）
にあった旧家で、昭和 47 年（1972）に綾部市本宮町
の大本教梅松苑内に移築されました。妻

つまいり

入、縦割り平面
を持つ摂

せったんがた

丹型と呼ばれる民家で、大阪府北西部と近接す
る京都府、兵庫県に分布していますが、その中でも古い
ものです。今回の修理では、経年劣化の著しい茅葺屋根
の部分葺替等の修理を行います。

⑩  旧
きゅうおかはなけじゅうたく

岡花家住宅
　　綾部市　　　　　　　〈屋根部分葺替・部分修理〉
　　江戸時代

重文

小林家住宅主屋　修理前　外観小林家住宅主屋　修理前　外観

　

京
都
府
内
に
は
数
多
く
の
国
宝
・
重
要
文
化

財
の
建
造
物
が
所
在
し
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も

京
都
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
し
、
地
域
の
特
性

を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
建
造

物
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
府
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
文
化

財
を
適
切
に
守
っ
て
い
く
た
め
、
京
都
府
教
育

委
員
会
は
、
昭
和
56
年
制
定
の
「
京
都
府
文
化

財
保
護
条
例
」
に
基
づ
い
て
文
化
財
の
指
定
・

登
録
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
２
１
０
件
、

４
６
０
棟
の
建
造
物
が
府
指
定
・
登
録
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は

同
条
例
を
改
正
し
て
、「
暫ざ
ん

定て
い

登
録
」
の
制
度

を
創
設
し
、
現
在
ま
で
に
７
４
５
件
の
建
造
物

を
登
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
文
化
財
保
護

の
裾
野
を
広
げ
、
貴
重
な
文
化
財
の
一
層
の
保

護
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
建
造
物
と
し
て
の
価
値
を
長
く
維
持

す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
日
常
管
理
と
周
期
的

な
保
存
修
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
京
都
府
教
育

委
員
会
で
は
、
文
化
財
所
有
者
が
行
う
保
存
修

理
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
修
理
方

針
等
へ
の
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
令
和
５
年
度
に
助
成
を
行
っ
た
建
造
物

保
存
修
理
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

京都府指定・登録等文化財の保存修理

白
はくさんじんじゃせっしゃかすがじんじゃ

山神社摂社春日神社本
ほんでん

殿（昭和 62 年府登録）

江戸時代中期　　屋根葺替（檜皮葺）・塗装修理

重文

重文

齋
いつきじんじゃ

神 社本
ほんでん

殿（平成 22 年府指定　令和６年重要文化財指定）

室町時代中期　　部分修理
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